
12PA、40PA チューブは肉厚が薄く、分離後のサンプルを採取し易いというメリットから、プ
ラスミド DNA の超遠心精製に良く使用されます。しかし数十万×g での遠心のため、チューブ
キャップへの負荷が高くなり、総部品点数は 6点、締付け方法も非常に煩雑でした。
　“もっと簡単に”の声に応え、【３&３】（部品点数 3点、3ステップ操作）の S-Cap を開発し
ました。この S-Cap を用いてプラスミド DNA の精製を行った結果についてご報告致します。

　最近の技術進歩により、インク等に含まれる顔料は数 nmと微粒子化しています。このような
ナノサイズの微粒子は、通常の遠心機の遠心加速度 数万×g 程度では十分に沈降させることが
困難でした。
　当社には世界最高遠心加速度 1,050,000×gが得られる小形超遠心機用ロータがあり、このロ
ータを用いると 10nmの微粒子を 2時間足らずで沈殿させることが計算上可能となります。
　（仮定条件･････粒子の密度：1.05g/ml、粒子の形状：完全球形、蒸留水中での分離）
このロータを用いて黒色インクを分離しましたので、ご報告致します。

１．分離用小形超遠心機での分離
　　遠心機 ： CS150GXⅡ形分離用小形超遠心機
　　ロータ ： S140AT 形アングルロータ（2ml×10 本）
　　遠心管 ： 2PA シールチューブ
　　回転速度 ： 140,000rpm
最大遠心加速度 ： 1,050,000xg

　　時間 ： 3.5 時間
　　温度 ： 20℃
　　サンプル ： 黒色インク１及び２

２．実験結果

黒インク１　　　　　　　　　　 黒インク２
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３．解説
　　ここで沈降した粒子の大きさは、黒色インク 1、2共に 6～10nm程度と推定され、ナノ粒
子の分離・沈降・濃縮に超遠心機が有用であることを示しています。

　　今回の分離は小形超遠心機を用いサンプル量は 2ml/本と少量でしたが、分離用超遠心機の
使用により、約 13.5ml/本、トータル約 162mlのサンプルを一度に分離することも可能です。

　　【遠心条件】
装置：分離用超遠心機 CP-WXシリーズ、P70AT2形アングルロータ、
チューブ：12PAシールチューブ
回転数：70,000rpm

　　　　最大遠心加速度：452,000×g
　　　　遠心時間：24時間

CS150GXⅡ分離用小形超遠心機　　　　　　S140AT形アングルロータ


